
　【
ビ
ュ
ー
ロ
ウ
発
】
株
式
会

社
パ
イ
ロ
ッ
ト
コ
ー
ポ
レ
ー

シ
ョ
ン
（
藤
﨑
文
男
社
長
、
東

京
都
）
は
、
６
月
３
日
午
後
４

時
30
分
か
ら
、
東
京
・
日
本
橋

蛎
殻
町
の
ロ
イ
ヤ
ル
パ
ー
ク
ホ

テ
ル
で
「
パ
イ
ロ
ッ
ト
プ
レ
ミ

ア
ム
メ
ン

バ
ー
ズ
全
国

贈
賞
式
」
を

開
催
、
年
間

販
売
部
門
で

は
銀
座
・
伊

東
屋
が
最
優

秀
賞
に
輝
い

た
。

　
は
じ
め
に

藤
﨑
社
長
が

次
の
よ
う
に

所
感
を
交
え

な
が
ら
「
プ

レ
ミ
ア
ム
メ

ン
バ
ー
ズ
は
、
２
０
０
９
年
に

ス
タ
ー
ト
し
17
年
目
を
迎
え

た
。
全
国
贈
賞
式
は
第
12
回
を

数
え
、
こ
こ
ま
で
継
続
で
き
た

の
も
メ
ン
バ
ー
ズ
の
お
か
げ
で

あ
る
。
朝
の
ニ
ュ
ー
ス
で
ミ
ス

タ
ー
ジ
ャ
イ
ア
ン
ツ
、
ミ
ス

タ
ー
プ
ロ
野
球
の
長
嶋
茂
雄

さ
ん
が
亡
く
な
っ
た
と
い
う

ニ
ュ
ー
ス
に
触
れ
た
。
時
代
が

大
き
く
変
わ
っ
た
の
か
も
し
れ

な
い
。
私
も
社
長
に
就
任
し
て

早
く
も
１
年
が
過
ぎ
た
。さ
て
、

今
年
に
入
り
、
ト
ラ
ン
プ
大
統

領
の
関
税
問
題
が
世
界
中
で
大

騒
ぎ
に
な
っ
て
お
り
、
当
社
も

直
接
の
影
響
を
受
け
る
こ
と
に

な
る
。
こ
の
ピ
ン
チ
を
チ
ャ
ン

ス
と
と
ら
え
、
グ
ル
ー
プ
全
体

の
生
産
性
向
上
を
図
っ
て
い

く
。

　
当
社
は
、
３
年
前
に
制
定
し

た
パ
ー
パ
ス
〝
人
と
創
造
力
を

つ
な
ぐ
。〟
を
経
営
の
真
ん
中

に
置
い
て
、
パ
ー
パ
ス
に
基
づ

い
た
将
来
達
成
さ
れ
る
べ
き
姿

か
ら
バ
ッ
ク
キ
ャ
ス
ト
し
、〝
２

０
３
０
年
ビ
ジ
ョ
ン
〟
を
策
定

し
た
。
世
界
中
の
書
く
、
を
支

え
な
が
ら
、
書
く
、
以
外
の
領

域
で
も
人
と
社
会
・
文
化
の
支

え
と
な
る
た
め
に
、
グ
ロ
ー
バ

ル
筆
記
具
市
場
ナ
ン
バ
ー
１
、

非
筆
記
具
事
業
を
第
２
の
柱
と

し
て
成
長
、
環
境
・
社
会
・
従

業
員
へ
の
価
値
提
供
を
目
指
し

て
、
２
０
２
５
―
２
０
２
７
中

期
経
営
計
画
を
ス
タ
ー
ト
し

た
。

　
２
０
３
０
年
ビ
ジ
ョ
ン
の
実

現
に
向
け
て
、〝
変
化
に
適
応

す
る
グ
ル
ー
プ
経
営
基
盤
の
強

化
〟
を
進
め
る
フ
ェ
ー
ズ
と
定

め
、〝
絶
え
間
な
き
進
化
〟
を

遂
げ
て
い
く
。
そ
の
た
め
の
経

営
課
題
と
し
て
①
筆
記
具
事
業

の
グ
ロ
ー
バ
ル
シ
ェ
ア
ア
ッ

プ
（
新
商
品
の
投
入
、
イ
ン

ド
、
ア
セ
ア
ン
に
注
力
）
②
非

筆
記
具
事
業
の
体
制
強
化
（
玩

具
事
業
の
海
外
市
場
の
新
た
な

開
拓
）
③
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
パ
ー

ト
ナ
ー
の
開
拓
（
シ
ナ
ジ
ー
効

果
を
生
む
パ
ー
ト
ナ
ー
）
④
持

続
可
能
な
グ
ル
ー
プ
経
営
の
推

進
（
全
体
最
適
視
点
で
の
業
務

改
革
の
推
進
、
グ
ル
ー
プ
経
営

体
制
強
化
・
人
財
育
成
の
推
進
、

筆
記
具
事
業
の
グ
ロ
ー
バ
ル
サ

プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
改
革
）
で
あ

る
。

　
２
０
２
５
年
の
売
上
高
は
１

３
３
０
億
円
、
営
業
利
益
１
８

０
億
円
、
経
常
利
益
１
９
０
億

円
、
営
業
利
益
率
13
・
５
％
、

Ｒ
Ｏ
Ｅ
10
％
以
上
を
見
込
ん
で

お
り
、
２
０
２
７
年
の
売
上
高

は
１
４
５
０
億
円
、
営
業
利
益

率
16
％
以
上
、
Ｒ
Ｏ
Ｅ
11
％
以

上
を
目
指
す
。

　
さ
て
、
２
０
２
５
年
12
月
期

第
１
四
半
期
は
、
国
内
は
物
価

高
と
な
り
、
景
気
は
緩
や
か
に

回
復
、
海
外
は
長
引
く
中
国
経

済
の
低
迷
、
世
界
経
済
の
不
透

明
感
と
い
う
中
で
、
売
上
高
は

前
年
同
期
比
１
・
１
％
増
の
２

９
１
億
円
、
内
外
別
で
は
、
国

内
が
２
・
１
％
減
の
72
億
円
、

海
外
が
２
・
２
％
増
の
２
１
８

億
円
と
な
っ
た
。
営
業
利
益
は

55
・
５
％
増
の
46
億
円
、
経
常

利
益
は
０
・
６
％
減
の
40
億
円
、

四
半
期
純
利
益
は
31
・
３
％
減

の
18
億
円
と
な
っ
た
。

　
４
月
か
ら
取
締
役
10
人
、
執

行
役
員
16
人
の
新
体
制
が
ス

タ
ー
ト
し
、
取
締
役
の
多
様
性

と
し
て
女
性
を
登
用
し
て
い

る
。

　
い
ま
、
原
材
料
や
エ
ネ
ル

ギ
ー
高
と
い
う
厳
し
い
環
境
だ

が
、
２
０
３
０
年
ビ
ジ
ョ
ン
に

向
け
て
、
中
期
経
営
計
画
を
達

成
し
て
い
く
。
そ
の
た
め
に
、

当
社
独
自
の
開
発
・
技
術
・
生

産
を
さ
ら
に
強
化
し
、
エ
ン
ド

ユ
ー
ザ
ー
に
付
加
価
値
の
高
い

も
の
を
届
け
て
い
く
。
①
自
律

で
き
る
人
財
②
挑
戦
で
き
る
人

財
③
協
働
で
き
る
人
財
…
を
養

い
、
み
な
さ
ん
と
一
緒
に
何
が

で
き
る
の
か
考
え
て
い
き
た

い
。

　
こ
れ
か
ら
顕
著
な
実
績
を
上

げ
た
メ
ン
バ
ー
を
贈
賞
す
る
」

と
挨
拶
。

　
少
憩
後
、
全
国
贈
賞
式
に
移

り
、
は
じ
め
に
販
売
伸
長
率
部

門
の
優
良
賞
８
社
、
優
秀
賞
の

セ
ン
ト
、
風
雅
堂
、
最
優
秀
賞

の
万
年
筆
博
士
を
表
彰
し
、
藤

﨑
社
長
か
ら
ト
ロ
フ
ィ
が
贈
ら

れ
た
。

　
次
に
、
年
間
販
売
部
門
の
優

良
賞
29
社
、
優
秀
賞
の
昭
和
企

画
、
モ
リ
イ
チ
、
最
優
秀
賞
の

伊
東
屋
を
藤
﨑
社
長
が
表
彰
、

ト
ロ
フ
ィ
を
贈
呈
し
た
。

　
引
き
続
き
、
展
示
商
品
の
説

明
を
長
谷
川
執
行
役
員
グ
ロ
ー

バ
ル
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
本
部
長

が
行
っ
た
。

　
別
室
で
懇
親
会
に
移
り
、
ナ

ガ
サ
ワ
文
具
セ
ン
タ
ー
・
長
澤

社
長
の
首
唱
で
乾
杯
し
て
開

宴
、
和
や
か
に
歓
談
し
た
。
最

後
に
宰
務
執
行
役
員
国
内
営
業

本
部
長
が
中
締
め
挨
拶
し
て
お

開
き
と
な
っ
た
。

　
大
阪
文
紙
事
務
器
卸
協
同
組

合
（
松
本
圭
司
理
事
長
）
は
、

６
月
６
、
７
日
に
滋
賀
県
東
近

江
市
の
休
暇
村
「
近
江
八
幡
・

東
館
」
で
令
和
７
年
度
の
出
張

理
事
会
を
開
催
し
た
。

　
理
事
会
は
、
村
田
副
理
事
長

の
司
会
で
進
め
、
松
本
理
事
長

が
多
数
の
出
席
を
謝
し
「
令
和

７
年
度
の
出
張
理
事
会
を
今
年

は
場
所
を
変
え
て
開
催
し
た
。

お
陰
で
組
合
の
運
営
も
順
調
に

推
移
し
て
お
り
、
水
泳
の
会
や

ビ
ー
ル
パ
ー
テ
ィ
開
催
な
ど
、

例
年
通
り
の
行
事
開
催
を
予
定

し
て
い
る
。
今
回
は
天
気
に
も

恵
ま
れ
た
が
、
間
も
な
く
梅
雨

入
り
に
な
り
、
季
節
の
変
わ
り

目
と
も
な
る
の
で
体
調
に
留
意

し
て
頂
き
た
い
。
理
事
会
終
了

後
は
引
き
続
き
賛
助
会
員
を
交

え
て
懇
親
会
に
な
り
、
美
味
し

い
近
江
牛
と
お
酒
を
召
し
上

が
っ
て
頂
き
、
日
頃
の
疲
れ
を

癒
し
て
楽
し
く
過
ご
し
て
ほ
し

い
」
と
挨
拶
。

　
引
き
続
き
総
務
委
員
会
報
告

と
し
て
松
本
理
事
長
が
①
今
期

（
令
和
７
年
度
）
の
決
算
予
測

に
つ
い
て
②
文
紙
卸
連
の
総
会

に
つ
い
て
説
明
。
そ
の
後
、
各

議
案
の
審
議
に
入
り
、
今
期
の

行
事
予
定
等
と
し
て
、
事
業
・

企
画
委
員
会
（
高
森
委
員
長
）、

厚
生
委
員
会
（
八
木
委
員
長
）

が
報
告
し
、す
べ
て
承
認
し
た
。

　
最
後
に
横
山
副
理
事
長
が
閉

会
挨
拶
し
、
理
事
会
を
終
了
し

た
。

　
午
後
６
時
30
分
よ
り
「
コ
ン

ベ
ン
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル
」
で
賛
助

会
員
を
交
え
て
の
懇
親
会
が
、

高
森
理
事
の
司
会
・
進
行
で
開

催
。
冒
頭
、
６
日
に
開
催
し
た

ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
の
成
績
発
表
と

賞
品
の
贈
呈
を
行
っ
た
。

　
な
お
、
組
合
員
と
賛
助
会
員

に
よ
る
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
は
、
17

名
が
参
加
し
て
信
楽
カ
ン
ト

リ
ー
倶
楽
部
・
杉
山
コ
ー
ス
で

開
催
し
た
。

　
当
日
の
成
績
は
①
丸
田
直
人

氏
（
三
菱
鉛
筆
関
西
販
売
）
②

今
井
博
氏
（
プ
ラ
ス
ス
テ
ー

シ
ョ
ナ
リ
ー
カ
ン
パ
ニ
ー
）
③

秋
山
敏
氏
（
卸
組
合
）。
ベ
ス

ト
グ
ロ
ス
は
村
田
和
俊
氏
（
エ

コ
ー
マ
イ
ン
ド
）。

　
ゴ
ル
フ
以
外
の
出
席
者
は
当

日
の
午
後
５
時
に
ホ
テ
ル
集

合
。
各
自
部
屋
で
く
つ
ろ
い
だ

後
、
午
後
６
時
よ
り
理
事
会
を

開
催

　
懇
親
宴
は
松
本
理
事
長
の
開

宴
挨
拶
の
あ
と
、
横
山
副
理
事

長
の
乾
杯
・
発
声
に
よ
り
開
宴
、

和
や
か
に
歓
談
し
て
懇
親
を
深

め
た
。
村
田
副
理
事
長
の
閉
宴

挨
拶
で
午
後
８
時
30
分
に
終
了

し
、
翌
日
は
朝
食
後
に
自
由
解

散
し
た
。

　
株
式
会
社
デ
ザ
イ
ン
フ
ィ
ル

（
会
田
一
郎
社
長
、東
京
都
）は
、

２
０
２
６
年
版
の
カ
レ
ン
ダ
ー

と
ダ
イ
ア
リ
ー
を
発
表
し
た
。

　
カ
レ
ン
ダ
ー
は
47
Ｓ
Ｋ
Ｕ

（
昨
年
48
Ｓ
Ｋ
Ｕ
）、
ダ
イ
ア

リ
ー
92
Ｓ
Ｋ
Ｕ
（
昨
年
91
Ｓ
Ｋ

Ｕ
）
を
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
。

　
カ
レ
ン
ダ
ー
は
、「
壁
用
カ

レ
ン
ダ
ー
Ｌ
」
に
ポ
ケ
ッ
ト
ダ

イ
ア
リ
ー
で
人
気
の
イ
ヌ
の
イ

ラ
ス
ト
を
作
家
作
品
の
原
画
に

近
い
サ
イ
ズ
で
展
開
。

　
ダ
イ
ア
リ
ー
は
、
好
評
の
１

日
２
ペ
ー
ジ
手
帳
「
ｈ
ｉ
ｂ
ｉ

ｎ
ｏ
（
ヒ
ビ
ノ
）」
に
限
定
色

の
グ
レ
ー
が
登
場
。
人
気
の
作

家
の
イ
ラ
ス
ト
を
楽
し
め
る
本

の
よ
う
な
佇
ま
い
が
魅
力
の
手

帳
「
本
型
ダ
イ
ア
リ
ー
」
は
、

２
０
２
６
年
版
よ
り
「
ブ
ッ
ク

ス
タ
イ
ル
ダ
イ
ア
リ
ー
」
へ
名

称
変
更
、
ネ
コ
と
イ
ヌ
の
イ
ラ

ス
ト
を
月
別
で
楽
し
め
る
。

　
周
辺
ア
イ
テ
ム
の
新
商
品

は
、
手
帳
デ
コ
や
カ
ス
タ
マ
イ

ズ
に
ぴ
っ
た
り
の
「
テ
ン
プ

レ
ー
ト
」、世
界
10
カ
国
を
テ
ー

マ
に
し
た
「
手
帳
用
シ
ー
ル
」、

「
ち
ら
っ
と
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
」

の
Ｓ
サ
イ
ズ
と
真
鍮
製
。

　
２
０
２
６
年
版
を
想
定
ユ
ー

ザ
ー
と
テ
ー
マ
別
に
グ
ル
ー
ピ

ン
グ
し
て
提
案
し
て
い
る
。

　
■
カ
レ
ン
ダ
ー

　
部
屋
づ
く
り
を
楽
し
み
た
い

人
へ
「
カ
レ
ン
ダ
ー
で
心
地
よ

い
空
間
づ
く
り
」
＝
か
わ
い
い

イ
ヌ
の
イ
ラ
ス
ト
デ
ザ
イ
ン
の

「
壁
掛
け
カ
レ
ン
ダ
ー
Ｌ
イ
ヌ

柄
」、
日
の
長
さ
を
グ
ラ
デ
ー

シ
ョ
ン
で
表
現
し
た
「
日
の
長

さ
を
感
じ
る
カ
レ
ン
ダ
ー
」、

リ
ア
ル
な
イ
ラ
ス
ト
と
掛
け
軸

風
の
デ
ザ
イ
ン
が
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
に
好
評
の
「
壁
掛
け
寿
司

カ
レ
ン
ダ
ー
」、
卓
上
タ
イ
プ

の
「
ス
タ
ン
ド
カ
レ
ン
ダ
ー
」

と
「
季
節
を
の
ぞ
く
カ
レ
ン

ダ
ー
」。

　
使
い
や
す
さ
に
こ
だ
わ
り
た

い
人
へ
「
カ
レ
ン
ダ
ー
で
管
理

と
共
有
」
＝
「
Ｍ
Ｄ
用
紙
」
の

書
き
心
地
を
活
か
し
た
「
Ｍ
Ｄ

カ
レ
ン
ダ
ー
壁
掛
け
二
つ
折

り
」、
二
つ
折
り
に
し
た
カ
レ

ン
ダ
ー
本
体
を
パ
ー
ツ
に
か
け

て
使
用
す
る
「
ハ
ン
ガ
ー
カ

レ
ン
ダ
ー
」、
家
族
の
伝
言
板

に
も
ぴ
っ
た
り
の
「
ホ
ワ
イ
ト

ボ
ー
ド
カ
レ
ン
ダ
ー
」。

　
■
ダ
イ
ア
リ
ー
と
関
連
ツ
ー

ル
、
ア
ク
セ
サ
リ
ー

　
手
帳
タ
イ
ム
を
楽
し
み
た

い
人
へ
「
豊
か
な
手
帳
生
活
」

＝
１
日
２
ペ
ー
ジ
手
帳
「
ｈ

ｉ
ｂ
ｉ
ｎ
ｏ
」、
日
の
長
さ
を

グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
で
表
現
し

た
「
日
々
の
長
さ
を
感
じ
る
手

帳
」、
手
帳
や
ノ
ー
ト
の
ア
レ

ン
ジ
に
使
え
る
「
ダ
イ
ア
リ
ー

テ
ン
プ
レ
ー
ト
」
と
「
モ
チ
ー

フ
テ
ン
プ
レ
ー
ト
」。

　
手
帳
タ
イ
ム
を
楽
し
み
た
い

人
へ
「
毎
日
を
彩
る
ダ
イ
ア

リ
ー
」
＝
「
ブ
ッ
ク
ス
タ
イ
ル

ダ
イ
ア
リ
ー
」（
旧
名
称
・
本

型
ダ
イ
ア
リ
ー
）、
世
界
10
カ

国
を
テ
ー
マ
に
し
た
「
手
帳
用

シ
ー
ル
」。

　
機
能
に
こ
だ
わ
り
た
い
人
へ

「
タ
イ
ム
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を

上
げ
る
」
＝
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
の

押
さ
え
る
位
置
で
開
く
ペ
ー
ジ

が
変
わ
る
マ
ジ
ッ
ク
イ
ン
デ
ッ

ク
ス
機
能
を
用
い
た
「
ダ
ブ
ル

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
ダ
イ
ア
リ
ー
」、

デ
ス
ク
に
立
て
ら
れ
る
ダ
イ
ア

リ
ー
「
プ
ラ
ス
ス
タ
ン
ド
ダ
イ

ア
リ
ー
」、
手
帳
カ
ス
タ
マ
イ

ズ
ア
イ
テ
ム
「
チ
ラ
ッ
ト
イ
ン

デ
ッ
ク
ス
ク
リ
ッ
プ
Ｓ
サ
イ

ズ
」。

　
ダ
イ
ア
リ
ー
の
ト
レ
ン
ド
に

つ
い
て
、
広
報
担
当
者
は
「
コ

ロ
ナ
禍
前
と
比
べ
る
と
ア
イ
テ

ム
数
を
絞
っ
て
い
る
が
、
売
上

げ
は
伸
び
て
い
る
。
周
辺
ツ
ー

ル
や
ア
ク
セ
サ
リ
ー
の
売
れ
行

き
も
好
調
。
と
り
わ
け
Ｍ
Ｄ

ノ
ー
ト
ダ
イ
ア
リ
ー
の
人
気
は

高
く
、
書
く
こ
と
を
楽
し
む
人

に
支
持
さ
れ
て
い
る
。
ブ
ッ
ク

ス
タ
イ
ル
ダ
イ
ア
リ
ー
で
は
、

育
児
日
記
や
体
調
記
録
な
ど
自

己
流
に
ア
レ
ン
ジ
し
た
使
い
方

が
多
く
見
受
け
ら
れ
る
」
と
話

し
て
い
る
。

　
株
式
会
社
ロ
フ
ト
（
安
藤
公

基
社
長
、
東
京
都
）
は
、
１
９

９
０
年
４
月
に
大
阪
市
北
区
の

地
に
開
業
し
た
梅
田
ロ
フ
ト

を
、
茶
屋
町
か
ら
阪
神
梅
田
本

店
６
階
に
移
転
、
５
月
21
日
に

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し

た
。

　
新
・
梅
田
ロ
フ
ト
は
、「
Ｌ

Ｏ
Ｆ
Ｔ
市
場
Ｎ
Ｅ
Ｏ
」
を
コ
ン

セ
プ
ト
に
、
商
店
街
や
市
場
の

に
ぎ
わ
い
の
活
気
あ
る
場
を
イ

メ
ー
ジ
さ
せ
る
店
舗
空
間
と
色

鮮
や
か
で
目
移
り
す
る
よ
う
な

商
品
群
で
売
場
を
展
開
。

　
売
場
面
積
は
約
６
７
２
坪

（
茶
屋
町
の
４
割
に
縮
小
）、
商

品
数
約
４
万
種
類
を
取
り
扱

う
。
文
具
雑
貨
（
１
万
９
０
０

０
種
類
）、 

健
康
雑
貨
（
同
）、

バ
ラ
エ
テ
ィ
雑
貨
（
同
）、
生

活
雑
貨 

（
３
０
０
０
種
類
）
の

４
領
域
で
売
り
場
構
成
し
、
売

れ
筋
や
新
商
品
を
中
心
に
多
彩

に
品
揃
え
。

　
勘
亭
流
の
文
字
で
表
現
し
た

の
れ
ん
や
ち
ょ
う
ち
ん
の
デ
ィ

ス
プ
レ
イ
、
和
風
の
商
材
な
ど

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
策
も
強
化
し

て
い
る
。

２
０
２
６
年
版
の
ダ
イ
ア
リ
ー

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
た

梅
田
ロ
フ
ト

出
張
理
事
会
の
参
加
者

西日本の専門店ネットワーク
オエステ会

■「ハンココデコ」（クツワ）

店舗掲示板
（お知らせ・イベント情報）

   簡単にデコレーションを楽しめる、重ねて押せる
ハンコ。重ねて押せる斬新なアイデアに注目が集
まっている。
■「御朱印帳」（クルーシャル）
　神社やお寺をイメージした木のぬくもりが伝わる
御朱印帳。国内外の観光客に大人気。
■「京舞妓チャーム付きユニボールワン F」
　文具店ＴＡＧオリジナルの舞妓さんチャーム付き
の「ユニボールワンＦ」。手軽に買えるお土産とし
て人気が高い。
■「水書きＹＯ！シート」（開明）
　書いては消え、何度でも楽しめる不思議なシート。
水書関連は見本展示とデモ販売でお客様の興味を引
く。
■「透明くれよん」（コクヨ）
　半透明のオイルゲルクレヨン。子ども向けの画材
は人気があり、中でも透明感ある彩色が楽しめるク
レヨンは好評。
■「ゆうさりノートブック」（ナカバヤシ）
　良い紙のノートを探すユーザーに大人気の商品。
万年筆との相性が良いのも人気の理由。
■「ジェットストリーム Lite  touch　ink」（三菱
鉛筆）
  より”かろやか”な書き心地の新インク。さらに滑
らかになった書き心地にお客様が感動。
 ■「オレパｗ ith のり」（ソニック）
　切る貼る１本完結！プリントカッターと色消える
のり。メディアで紹介後、問い合わせが急増。
■「オリエステルおりがみ」（カクワ）

■「ＲＯＫＫＡＫＵシリーズ」（フタバ）
　箔押しペーパーアイテム。色鮮やかなデザインは
売場が華やかになり、お客様の目にも留まりやすい。

◆「文具店 tagBivi 二条店」が６月２０日にリニュー
アルオープンしました。売場面積を拡大して、地元
客や観光客のニーズに対応した定番文具から京都ら
しい雑貨まで幅広い品揃えで展開しています。所在
地は京都市中京区西ノ京栂尾町１－６ Bivi 二条１F
大垣書店内

　　  　文具店ＴＡＧ本店

美しい光沢と透明感があり、水に強いポリエステル
製のおりがみ。和柄はインバウンドの売れ筋。

京都市下京区烏丸通り高辻下る薬師前町７０７
烏丸シティ・コアビル１Ｆ

順
調
な
組
合
運
営
報
告

大

阪

卸
組
合

近
江
八
幡
で
出
張
理
事
会

年間販売部門

最優秀賞に伊東屋
パイロットプレミアム
メンバーズ全国贈賞式

伊東屋に表彰状を授与する藤﨑社長

2026年版ダイアリー発表

幅広いラインアップ
〇…デザインフィル…○

梅
田
ロ
フ
ト
が

移
転
オ
ー
プ
ン


